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背景１

現在のコロナ情勢
⽇本では、新型コロナウイルスへ
の影響は過去のものとなった
マスクの着⽤緩和
新型コロナウイルスをカテゴリー5に再分類
し、季節性インフルエンザと同等となった

新型コロナウイルス関連の1⽇当たりの報道
件数は，2021年1⽉4⽇の1484件を最⾼に増
減を繰り返しながら，2024年4⽉29⽇では40
件まで減少

・

・
・

新型コロナウイルスは本当に終息した
のか？
実は、1⽇あたりの新規感染者数は2020年4
⽉よりも2024年4⽉の⽅が多い

2020年4⽉1⽇の感染者数
663⼈

・

2024年4⽉下旬の平均感染者数
2225⼈

平均感染者数は依然として多い
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コロナ禍以前、コロナ禍中、コロナ禍後で
リスク認知が変わった可能性があるため調査．

コロナウイルスに関するへのリスク認
知は乖離している？
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⽇本の1⽇当たりの新規感染者数

⽇本の1⽇あたりのコロナウイルスによる死者数

？

実際の被害

実際の被害と⼈々のリ
スク認知の間に乖離は
あるのか？

⼈々のリスク認知

背景２

近年，⽣成AI（例：ChatGPT）の⾶躍的な発
展により質的データの効率的な分析が可能に．
⼤量のデータを迅速に処理し，要約・分類す
る能⼒に注⽬．

⽣成AIのメリット
短時間での分析: ⼿動では数時間かかる作業
が数分で完了．
応⽤範囲の広さ: リスク認知，マーケティン
グ，社会調査など多岐にわたる分野で活⽤可
能．

・

・

⽬的と⼿段

質的データを基にした時系列分析の新
たな可能性を⽰す

２つの⼿法で調査

１ ⼿動での調査

２ ⽣成AIを⽤いた調査

調査手法

アンケートを基に分析する
アンケートは 2017 年から 2024 年まで
実施をした．
回答には，1 名につき1つのリスク名と
リスクに関する事象や結果が記述され
ている．

回答してもらったアンケート
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1.テキストデータ

各年のテキスト
データを準備する．

2.ラベル

各年のテキストデータか
らラベル(意⾒)を作成す
る．

3.アフィニティ図

グループ名

グループ名

作成したラベルをグループ
化し，グループ名を作成す
る．

上位クラス

下位クラス

カテゴリ

4. 階層カテゴリ

テーマに基づいて階層カテ
ゴリを作成する．

5.時系列図

時
間

推
移

階層カテゴリ

縦軸に時間の推移，横軸に階層
カテゴリを配置した時系列図を
作成する．

親和図法

グループ名
グループ名

時系列図

時
間

推
移

階層カテゴリ
グループ名

6.時系列図の更新

アフィニティ図からグループ
名やラベル名を作成し，階層
カテゴリの時系列図に記述す
る．

1 手動での調査手法

1.テキストデータ

各年のテキスト
データを準備する．

2.ラベル

各年のテキストデータか
らラベル(意⾒)を作成す
る．

3.アフィニティ図

グループ名

グループ名

作成したラベルをグループ
化し，グループ名を作成す
る．

上位クラス

下位クラス

カテゴリ

4. 階層カテゴリ

テーマに基づいて階層カテ
ゴリを作成する．

5.時系列図

時
間

推
移

階層カテゴリ

縦軸に時間の推移，横軸に階層
カテゴリを配置した時系列図を
作成する．

親和図法

グループ名
グループ名

時系列図

時
間

推
移

階層カテゴリ
グループ名

6.時系列図の更新

アフィニティ図からグループ
名やラベル名を作成し，階層
カテゴリの時系列図に記述す
る．

1 手動での調査手法

作成したラベルをグループ化
する作業を生成AIで行う

⽣成AIに⼊⼒する際の例（2017年）

調査結果

現在においても感染リスクが継続的に認識されている⼀⽅で，
20,21年に強く認識されていた新型コロナウイルス関連のリスク
は年毎に徐々にその影響⼒を減少させていることを⽰している．
その結果，「新型コロナウイルスによるリスクの認識」と実際
の感染者数との間には乖離が⾒られるようになっていることが
2つの⼿法により確認できた．

手動での分析（青）と生成ＡＩの分析（オレンジ）の年代ごとの新型コロナウイルス関連リスク種別数

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

⼿動 7 7 5 3 4

⽣成AI 5 5 5 3 4

0
1
2
3
4
5
6
7
8

⼿動 ⽣成AI

減少傾向
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時系列図の比較１

⼿動での分類をもとに製作 ⽣成AIでの分類をもとに製作

感染リスクが継続的に認識されている⼀⽅で

Top ⾃然/環境要因 Natural/Environmental Factors
Middle 病気・疫病リスクDisease/epidemic risk
カテゴ
リー

新型コロナ

2017
2018
2019

2020
新型コロナウイルスへの感染

2021
コロナウイルスによる健康被害(死亡及び重症化)
三密による感染確率の上昇と健康被害

2022
コロナウイルスによる悪影響(ワクチンが接種できない・感染・濃厚
接触)

2023 コロナに感染
2024 コロナウイルスに感染

Top ⾃然/環境要因 Natural/Environmental Factors
Middle 病気・疫病リスクDisease/epidemic risk
Bottom 新型コロナ COVID-19
2017
2018
2019

2020
・新型コロナウイルスへの感染
・マスク着⽤増加による肌トラブル

2021
・コロナウイルスによる健康被害(死亡及び重症化)
・三密による感染確率の上昇と健康被害

2022 ・コロナウイルスによる悪影響(ワクチンが接種できない・感染・濃厚接触)
2023 ・コロナに感染
2024 ・コロナウイルスに感染

時系列図の比較２

⼿動での分類をもとに製作 ⽣成AIでの分類をもとに製作

新型コロナウイルスによる⽣活⾯でのリスクは
感じなくなった

Top

Middle  ⼤学⽣活リスク University life risk
事業・企業リスク

Business/Corporate Risk
⾵評リスク Reputational Risk

Bottom 新型コロナ COVID-19 新型コロナ COVID-19 新型コロナ COVID-19
2017
2018
2019

2020 通学がなく元の⽣活に戻れない 感染による失業の⼼配
感染症による買い占めや物品不測の⼼
配

2021 ・コロナによる⼤学⽣活の危機 ・外出⾃粛による経済的損失
2022
2023
2024

組織的/社会的要因（集団）Organizational/Social factors (group) 上位
下位 ⾵評リスク ⼤学⽣活リスク

カテゴ
リー

新型コロナ 新型コロナウイルス

2017
2018
2019

2020 トイレットペーパーの買い占め
新型コロナウイルスの蔓延により、現在のような環境になった
ことによって通学時間がないために無駄に睡眠をとってしまい
元の⽣活に戻ることができない⼼配

2021
学校の⾷堂で使⽤出来る⾷券の期限があるために混雑し、コロ
ナの感染 確率が上がっている

2022
2023
2024

組織的/社会的要因（集団）

考察１

⽣成AIを活⽤すると
分類作業（グループ化）の作業効率
が⼤幅に向上

・⼿動分析：約1時間〜2時間
・⽣成AIを活⽤した分析：数分

考察２

しかしながら，「その他」という
曖昧なカテゴリの解釈や，少数意
⾒の適切な反映が課題として浮き
彫りになり，完全な⾃動化には慎
重．
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学⽣のリスクの数 分析されたリスクの数 分析されなかったリスクの数
2017年 36 36 0
2018年 55 54 1
2019年 66 57 9
2020年 66 58 8
2021年 71 66 5
2022年 54 53 1
2023年 50 49 1
2024年 53 47 6

調査した学⽣のリスクの数と⽣成AIで分析されたリスクの数

考察３

⽣成AIを活⽤することでリスク分
析の効率化が可能であることが⽰
された⼀⽅，その運⽤には⼈間の
関与が重要である．

まとめ

1. ⼿動分析
- 柔軟性が⾼いが，作業に時間がかかる

2. ⽣成AI分析
- 作業効率が⼤幅に向上
- ⼀⽅でカテゴリの曖昧さや少数意⾒の扱いに課題

⽣成AIでの分析はデータ解釈の課題を克服すれば，リ
スクマネジメントや政策⽴案にも使⽤できる可能性
今後の課題
少数意⾒や曖昧なデータの取り扱いをより正確かつ効
率的に⾏える仕組みを構築すること
うまく分析を⾏う上でのプロンプトエンジニアリング
の向上
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付録

新規性・有⽤性について

• 新規性
• コロナ禍のリスク認知の実態調査
• 定性的データにおける⼿動と⽣成AIとの⽐較

• 有⽤性
• ⽣成AIを使うことでグループ分け（親和図）の時間が短縮
• 今回は実施しなかった（条件をそろえることができなかった）

グループ化を指⽰した際の出⼒結果[1]（2017年） グループ化を指⽰した際の出⼒結果[2]（2017年）
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グループ化を指⽰した際の出⼒結果[3]（2017年） グループ化を指⽰した際の出⼒結果[4]（2017年）

⼿動でのグループ分けを元に作成した親和図（2017年） ⽣成AIでのグループ分けを元に作成した親和図（2017年）
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⼿動分析
2020〜2021年をピーク

⽣成AI分析
2020〜2022年をピーク

しかし，両⼿法とも2024年には新型コロナウイルス関連リス
ク種別数が減っており，「新型コロナウイルスによるリスク
の認識」と実際の感染者数との間には乖離が⾒られるように
なっていることが確認できた

リスク認識の変化 スライド12のグラフより
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